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1 サ ケ・マス卵の ミズカビ病防除に関す

る研究

独立行政法人 さけ。ます資源管理センター

来剤をlt用しないミズカビ病防111方策の開発

を目指して研究を実施した。親魚苔養条件の卵

にケえる影響、お、化サ|!水中のミズカビ遊走子の

動態、減菌サケ卵を用いたミズカビ増殖速度、

卵膜軟化症について検討した,サ ケ親魚の苔養

条得1により死卵率が変化することが明らかにな

った,フS、化用木中の,とた r放は9 4 11 1 1  i Iフ以下で

あったが、お、化相の排水部では増加すること、

ミズカビの減菌サケ卵での増殖はお、化場により

差があること等の水カビ病のた学的知見を集積

した,卵 膜軟化)i:が茶カテキンにより防111でき

るHr能性があることも示された.

2 ア ユ卵の消毒等に関する研究

岐阜県河川環境研究所

■に冷水病原1対内 (以卜
ち
、冷水病商)を 対象

としたアユ卵消毒方法の実用化に必要な基礎デ

ータの収集を行った。過般化水索製剤処理に

対してアユ卵 (湖産系卵、海産系卵)が 影響

を受けない作用濃度 ・時間の_1二限は過酸化水素

濃度2700ppnl・60分であった,ま た、受精05

～6時 間後であれば150()ppnl・60分の処理に

おいてもアユ卵に影響はなかった。過酸化水

索製剤処理に対してアユ卵への過酸化水素の

残留は認められなかった。一方、冷水病発病履

雁のある親女【山来卵の冷水病内汚染レベルは最

高で lCF〔I‐
‐
粒であり、人為的にその10倍以上

の16 9CFU/粒で汚染されたアユ卵に対しても

600ppnl・60分で消Ⅲ拳処理が!可能であった。以

約

上より、アユ卵消毒方法として 「過峻化水繁濃

1虻600ppm,60分処理を受精 1時間後に行う。」

を提案した。アユ卵消毒試験水槽実験操作マニ

ュアル作成のためにアユ卵消お試験方法及び条

件について8件の検証実験を行った。そして、

得られた知見、これまでに報告されている角1見

及びアユ種苗生産における経験則を基にアユ卵

消毒試験水槽実験操作マニュアルの作成を行っ

た.本 報告を未にアユ卵消キの実用化を行う場

合、過酸化水素製剤処理に対するアユ卵の安全

性の評価基準が必要となるが、現れ明確化され

ていない。そのため、魚卵消毒剤の魚卵に対す

る安全性評価基準のFIH急な提示が求められる.

3.ア ユ冷水病の高度診断技術等に関する

研究

群馬県水産試験場

現在採用されている冷水病PCR診 断法は環

境山来のサンプルに対して特呉性や感度の点で

問題がある。本課題では、これらの問題点を改

良した方法を開発し、冷水病の中期高精度診断

や感染経路の解明に資することを目的とする.

本年度は、冷水病PCR診 断の新標的領域を探

索し、新規診断用プライマー設計を行った.新

標的領城を冷水病休「の邸冴 として、冷水病藤F

29株と冷水病歯担似内35株の邸,ガの塩基配列

解析の結果、冷水病菌特巣的プライマーを設計

することができた。そのj凸柱で、従来冷水病内

の3!/丹とされていた領ltrkはトポイソメラーゼ

ⅣのBサ ブユニット領域 けβ/ご)で あったこ

とを明らかにし、アユ生,8、環境水中には冷ホ病

内近縁の回″どθあαてヽルカr′″属と思われる非常に多

種の細商が多数存在することがわかった。



アユの冷水病ワクチン等に関する研究

二重大学生物資源学部

本年度は、アユにより多くの回″どθあαてヽよβガ′r,″

クいてみ/″″′″″7包埋ヤ||1球ワクチンを経IJ投,す

ることを日指して、ペレット飼料への添加に際

して吸収性を高めるため水分散性に優れた油球

包llLワクチンを作成した。アユにおける免技賦

与効果を、徳島県立農林水産総合技術支援セン

ター水産研究所の十あ力を得て、検討した。作成

した不活化菌体包埋油球ワクチン、破壊菌体包

埋油球ワクチン、アジュバント添加破壊菌体包

埋油球ワクチンの維「J投ケでは、注射ワクチン

よりも劣る免疫効果しか得られなかった。

5.ア ユの冷水病ワクチン等に関する研究

福山大学生命工学部

アユにウサギ赤血球膜を結合させた冷水病菌

の相リポ多糖 (LPS)あ るいはホルマリン不活

化菌体 (FKC)を 混渡投
′
チ後、血中抗休価お

よび頭腎白向球の社内能を測定した.ま た、混

漬投ケ前の供試魚の体表粘液レクチン活性につ

いて調べた.

向中抗体価は膜結合LPSIズでわずかに高い傾

向を示した。頭腎山血球の殺菌能は膜結合LPS

区で最も高くなった。混漬投年前の供試魚の体

表粘液レクチン活1■は 1:4以 下の低い値を示

した。したがって、膜結合LPSの ほうがFKC

よりもアユに対する免疫原性は高いと考えられ

る。しかし、体表粘液レクチン活性が低かった

ことから、レクチンのオプソニン効果が弱かっ

たと思われる。

6 ア ユの冷水病ワクチン等に関する研究

神奈川県水産技術センター内水面試験場

アユ冷水病の予防対策として、微小な油球中

にアユ冷水病ワクチン (冷水病1柏PH9304株の

ホルマリン死菌)を 包埋した油球ワクチンおよ

び水溶性アジュバントを添加したアユ冷水病ワ

クチンを包埋 したIMS油 球ワクチンの予防効

果について検討した。平均体■15gおよび27g

の人 1:アユ (継代数28)に 油球ワクチンまた

はIMS,由球ワクチンを 4g/kg(BW)/日 とし

て配合飼料に吸若させて延べ10H間 投 与した

ところ、ヤ由球ワクチンのRPSは87～375%、

IMS油球ワクチンのRPSは -667～ 250%で あ

り、いずれも高い予防効果は認められなかっ

た。実用化にはさらに予防効果を高める必要が

あった。

7 ア ユの冷水病ワクチン等に関する研究

滋賀県水産試験場

アユ冷水病に対するウサギ赤向と膜結合LPS

(Ra R B C  L P S )浸演ワクチンおよび培養時間

の異なる維ロワクチンの有効性を評価すること

をIJ白匂とした。 RaRBC一 LPSワ クチンは、 ワ ク

チン処理後に冷水病が自然発4としたため、有効

性を評価することができなかった。培養時間の

呉なる経ロワクチンは、24時間、36時間およ

び50時問培養を行った 3種 のホルマリン不活

化内体ワクチンの有効性を血中凝集抗体価およ

び攻撃試験の結果から討を価した。血中凝集抗体

価の上昇は全ての試験区で認められなかった.

攻撃試験では、対数増殖期後期に当たると考え

られる24時間培養経ロワクチンにおいて有意

なワクチンのイf効性が確認された。



8.ア ユの冷水病ワクチン等に関する研究

広島県立水産海洋技術センター

浅渡および維||ワクチンのイf効性を向上さ

せる試験を行った,混 演ワクチンでは、ウサギ

赤ml球結合IフPSワ クチンの有効性について検討

したところイf効性は確認されなかった。酵け抽

出RFAの 手前維「1投
rJによるワクチン有効性

の向上を検吉Jした結呆、高濃度短期間投与 (2

%添 加、 1週 間連続)で 効果があった。市販

の飼料添加物を 1カ 月岡投与して効果を検討

したところ、有効性は向 |としなかった。経日

ワクチンでは、ヤ||1球ワクチンの効果を検討した

ところ水浴性アジュバントを加えた超洋波破砕

FKBワ クチンにおいて、対照として'|!いた他

の!ビ1球ワクチンよりも有効率が高かった.ヤ||1球

ワクチンと酵け抽出RNAを 況合して経同投 r」

することで有効性が向 liした.

9 ア ユの冷水病ワクチン等に関する研究

徳島県立農林水産総合技術支援センター水産研究所

冷水病のドi然発病に症状が近い混漬攻撃法に

より、安定したLD抑の測定が可能な方法を校

討した。生残“tの向清抗体価の L昇等により感

染の成立を確認したが、菌濃度に比例した安定

的な結果は得られなかった。

抗原の取り込みを向 にするために破壊菌体を

包理したものと、水溶性アジュバントを添加し

た油球ワクチンの効果を、 2段 階の投与量で

検討するとともに免嘘の持続期間を検討した。

内体を破壊することで有効率はわずかに向上し

た.ア ジュバントを添加することで効呆に布,ま

な差が認められたが、注射ワクチンには及ばな

かった.49H後 のイr効■は14H後 に比べて低

卜
^し
た。投 rJ上の増加による効果は明らかでは

なかった。

10 養 殖 ブリの再興感染症 (ノカルジア症)

に関する研究

鹿児島大学水産学部

差殖ブリのノカルジア)古:の防嘘対策として疫

学情報の収集をし、感染初期におけるフロルフ

ェニコールによる投薬治療、原体1内の遺伝的多

様性および原因内の大量培養法を検討した。技

学調査の結果、05年のノカルジア症の発生は

例年よりも少なかった。投栗治療i試験では、05

年 6～ 11月までブリを剣育したところ、試験

期間中、実験魚群には本症が発生せず、その効

果を明らかにすることはできなかったが、投栗

により,チ臓中の原因内数の減少が観容された。

また、投楽による成長の阻年は認められなか

った。遺伝的多様性を明らかにするため、1990

年以前分離株 8株 と1997年以降の17株を調べ

た結果、最近の分離株は1990年以前の分離株

とは異なった遣伝的多形14を示した。また、原

凶菌は、バッフル付フラスコにガラスビーズを

加え、BIIIあるいはTIIBを 用いて、25℃で 7

H問 、旋阿I占養 (100～200rpm)す ることによ

って大量培養が可椛であった。

11`養 殖ブリの再興感染症 (ノカルジア症)

に関する研究

大分県農林水産研究センター水産試験場

養殖ブリのノカルジア症の感染助長要因に

ついて、物叫的な体表損傷の影響の調査を行

った。また、養殖環境中の原因細体iの分布に

ついて、調査方法の検討を行った。ブリ体去に

BCG注 射針を用いて ム定の損傷を
r」ぇたIXと

未処理区を設定し、Nsで ガθFrrβ 024013株を用

いて浸漬感染を行った。感染実験の結果、体衣

損傷1文で死亡がrllく進む傾向が兄られ、体衣の

損傷部分に潰場が形成されたじよって、体表損



傷が感染助長要囚の 1つ であることが明らか

となった.ま た、ノカルジア症発イ4とのある2養

殖漁場において氏泥を採取し、抗酸丙培養用培

地による培養法とPCR法 及びLAMP法 による

分 rム生物学的手法によって原因和‖菌の検出を行

ったこその結果、LAMP,去のみでHsごガθ筋ご遺

伝 rムが検出され、養殖漁場における分布調介が

日J・t旨となった。

12.養 殖 カンパチの新興感染症 (仮称 :新

型 レンサ球菌症)に 関する研究

鹿児島県水産技術開発センター

新型レンサ球菌お:は尾柄部の潰場が顕者で、

眼球に共常が無いことや脳和1織内からの菌体確

認がfHl難であると昨年度に報告したが、本年度

の調介では尾柄部に症状が無く、脳から容易に

歯体を確認出来る事例がみられた.ま た、ブリ

での発生が増え、カンパチでは当歳魚での発生

が増えるなど新たな傾向がみられた。

本疾病の原閃1柏は、Srィタ′θfθごご″rざい甲 ′αご′ブαβ

に分類され、古産動物出来の同極商株との性状

比較でも数似していることは既に‖件したが、

部分ナ統米配列、遺伝 Fム多サ〔!、SOFi舌11セみた

結果、魚類出来菌株と畜産出来商株には明確な

遣いがあることが判明し、I〕CRで は魚類由米

山株のみを確認することが可能になった.

13 二 枚貝類の生体防御に関する研究

東北大学大学院農学研究科

1枚サt類の液性生体防御囚 rの うち殺丙素

およびリゾチームについて検討した.マ ガキ

外会膜の殺休「活性およびリゾチーム活性には

似たような季節的変化が見られ、殺内活性は

l方ご〆θてヽθてヽご′rざ′2r′ご′rsを代友とするグラム陽性菌

に対して発揮されたことから、その主体はリゾ

チームであると判断された.マ ガキのリゾチー

ムは消化首袋 に二次半管および和‖待)お よび外

資膜に存在することが免疫組織化学的手法によ

り確かめられた。

14`二 枚貝類の寄生虫症に関する研究

東京大学大学院農学生命科学研究科

アサリのPβ/力″″s″rs原虫についてITS1 5 8S

rRNA ITS2領 域の焔基配列の解析ならびに病

Jql組織像の観容により、アサリのPで/あ′sパ原

虫はヨーロッパアサリや家州のアワビ類の死

亡原因となっているPビ/″,″s″rざθ′sで,′″と同定さ

れた。瀬戸内海のアサリにおけるPで,チ″′樹rs坊〔

虫の奇/L状況、lt殖度、肥満度の季節変化を

調べた結果、Pビカよ,′ざ″rs原虫がアサリの仕残や

生殖に与える影響は低いこと、また、||1然感染

したアサリを用いて感染強度がアサリの4十二】‖状

態 (潜砂能、ろ水と、高温而J‖:)に 及ぼす影響

を調べた結果、影響は非常に小さいことがホ峻

された.さ らに、アサリをβげ力″,2ざ″rs原虫で人

|:的に攻撃したところ、FHM時 地では 3H後

に、病理組織標本では29H日 に感染が確認で

きた。FHM培 地による定甘的検出では、虫体

数は33 H IIには10'(cellsrg gill wet weight)

に進したが、和1織学的に検出される虫体放はき

わめて少なく、感染初期にはきわめて小'〔4のま

ま増殖することが推祭されたち

2005年にアサリから和[織化学的に確認され

たlrtr/r″′デθ″〃ござてヽ力′r,7g,777rで,′S木様原虫は、PCR

反応の結果、M協 〃′ぱ″?′rで,2ざ木とは別租である

と考えられた.



15 養 殖 トラフグの血管内吸虫に関する研

究

東京大学大学院農学生命科学研究科

トラフグにおける血管内吸虫の寄生状況を調

査し、九州 ・PLl回の 3県の中国産種苗を用いた

養殖 トラフグおよび中国から正送された トラ

フグで奇イ||を確認した.寄 生種はすべて同一

種であった (Aでどrrrん″″sp)。国産種苗を用い

た養殖 トラフグ、天然 トラフグおよび福井県の

暮養 トラフグにはml管内吸虫の寄生はみられな

かった。今回採集した中国産 トラフグの虫体と

1993年に採集した福井県産苔養 トラフグの虫

体の形態学的比較を行ったが、共同について結

論は得られなかった。寄生を受けた中卜1産トラ

フグの寄生虫学的 ・病理組織学的検査の結果、

虫体はおもに腹陛動脈にみられたが、組織学的

には人船動脈や腎動脈内にも観察された。血管

は虫体によって栓楽し、航管内腔が拡張してい

た。牌臓、肝眸臓、腎臓、消化管寺の腹腔内臓

器には虫卵のおびただしい集積とその周囲にお

ける肉オ」こ形成がみられた.寄 生虫検杏では、

虫体よりも虫卵の検出が容易であり、現状では

腸管とい臓の押しつぶしによる虫卵の確認が最

も確実な寄生の確認方法と考えられる。


